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覚悟を決めるとき

苫小牧市立ウトナイ中学校長 石 田 憲 一

３年生が三者懇談を行っています。これまでの集大成と、その先の進みたい道を想
像して希望進路先を決定します。それなりの覚悟を示すときです。私も中学３年生の
時に、それなりの覚悟を持って、臨んだ記憶があります。ですが、今ほど情報が豊か
ではなく、中卒だった両親や親類からの情報も少ない中の高校受験でした。もちろん
各高校の体験入学や学校説明会もない中での進路選択でもありました。
ここで『覚悟を決めるとき』でお話ししたいのは、私の大学受験、進学の頃のこと

です。 自分は何をもって覚悟を決めていたのか。いつも、覚悟が後から気づくこと
が多かったなぁ～と思うのです。
特に、実家を離れて大学進学を決めたとき、その以前に覚悟があったのだろうか。

入試時に、初めて訪れる東京や大阪のキャンパスを修学旅行のように自分で出向き、
不勉強のため、覚悟というよりも「この倍率で受かるか」「周囲の人はスゴいんだろ
うなぁ～」と不安いっぱいの受験でした。受験地での何日間、その不安を今の時代で
あれば、友人や家族に、容易に電話やSNS等で、聞いてもらうこともできたでしょう
が、そんな時代ではありません。ただただ、とことん勉強してきたわけじゃないので
後悔と、無理だろうなの不安だらけ。要は受験日にその会場で、合格するための覚悟
を持って臨むべきだったと痛感させられたわけです。
さらに、大学1年時のGW明け梅雨時期、部活動練習で雨降りの練習はお休み（当時、

高校時代はお休み）だと思ってジャージ・ピステを着込んで待機し、指示を待ってい
ると、どろんこ状態のグランドで10周、10周の走り込み練習（足の速い４回生が先頭）。
走り終わってみれば、私は130余人の部員中、ただ一人の周回遅れ。さすがに、各都
府県の強豪校から進学してきたメンバーは体力も経験もトップレベルで、全然ついて
いけませんでした。
が、そんなことよりも、ついて行けてない自分に対して、自ら『練習もレベルもス

ゴイ高いのを分かって入学してきたんじゃないか』と問うきっかけにもなりました。
要はそれまで、覚悟を決めていなかったということです。梅雨明けには、大阪では猛
暑です。当時は練習中に水分補給が習慣化されていない時代。それでも、部員のみん
なに追いつこうと思い、みんなが半袖・短パンで練習している中、あえてピステ上下
を着て、暑さに慣れるよう挑戦してみました。さすがに１度、体調を崩すこともあり
ましたが、２年次以降、体力的には大阪の夏には慣れました。
こんな話は、小さな自己満足の話です。私自身、もっと前から目標やその先のイメ

ージをもって努力することが大切なんだなぁと。“気づくこと”そして“覚悟”を分
かっていなかったと、今でも思っています。大学時代、同じ釜の飯を食った先輩や同
級生、さらには後輩たちは、入学する前から、気づき、そして強い覚悟と、その後の
挑戦で、立派に活躍しています。
この時期の三者懇談。『覚悟』について思い返す時期でもあります。
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１１月２日（水）には１年生が４日（金）には

２年生のＡＦ（アートフェス）が開催されました。

どの学級も短い準備期間でしたが、立派な演劇を ◇第 12回苫小牧市中学校バレーボール競技秋季新人大会
披露してくれました。また、たくさんの保護者の 男子：優勝【日胆大会出場】

参観もありました。大変ありがとうございました。 女子：３位【日胆大会出場】

なお、各学級の演劇につては、保護者向けのホ

ームページにて閲覧が可能となっております。 ◇第 20回胆振・日高地区中学校秋季バレーボール選抜大会
男子：優勝

女子：ベスト８

◇第 38回北海道中学選抜卓球大会支部予選会
女子団体優勝【全道大会出場】

◇令和 4年度苫小牧市中学校体育連盟秋季柔道競技大会
加藤 廉さん 第３位

◇第 56回胆振学校剣道大会 中学団体戦第３位

１１月１８日（金）に、日本の郷土芸能や伝統 部活動の練習中などでボー

音楽に触れることを目的とした音楽鑑賞会を開催 ルが車道に出てしまうことを

いたしました。出演者として和太鼓奏者・三味線 防ぐために、緑豊建設株式会

奏者・民謡歌手の４名の方をお招きし、演奏して 社様がグラウンド横に立派な

いただきました。演奏の披露だけでは無く、代表 フェンスを無償で設置してく

生徒による和楽器の体験演奏も行われ、大いに盛 れました。その活動に対して、

り上がりました。生徒にとっては、とても良い経 １１月７日に完成したため、

験になったと思います。出演者の皆さんありがと 校長から感謝状を贈呈いたし

うございました。 ました。大変ありがとうござ

いました。

先日、道立高等学校入学

者選抜で大きな変更点など

もあったことから、例年実

施している保護者向けの進

路説明会を３年生に限定せ

ず、全学年の保護者を対象

に進路説明会を開催しました。平日にもかかわら

ず、約１００名の保護者の方に進路についての説

明を行うことができました。参加していただいた

保護者の方、ありがとうございました。

３年生は、希望進路実現に向けた重要な時期を

迎えています。希望進路の実現に向けて充実した

生活を送ってほしいと思います。 ※都合により日程を変更する場合もあります。
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１日（木）３年三者懇談
２日（金）一斉委員会・評議会
３日（土）中学生主張発表大会

本校から橋爪逢花さんが出場
４日（日）PTA側溝土砂撤去作業
８日（木）集金日（予備日）
９日（金）２年デート DV防止教室

１５日（木）いじめ悩みアンケート
１９日（月）SC来校日
２２日（木）通知表配付・学習相談会
２３日（金）終業式・大掃除

チャレンジテスト
２４日（土）北海道中学校バスケットボール新人大会

～ 26 日
２６日（月）北海道中学校選抜卓球大会
２９日（水）学校閉庁日 ～４日（水）

進路説明会実施しました

大変ありがとうございました！


